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プレスリリース 

ＭＶ－２２の日本配備 

２０１２年６月２９日 

 

１． 米国は、日本政府と緊密に調整しながら、ＭＶ－２２の日本配備を進めてきた。米国防

省は６月２９日、東京において、ＣＨ－４６ヘリをＭＶ－２２オスプレイに換装すると

いう通報を日本政府に対して行った。 

 

２． 米国政府は、事故調査が継続中であるものの、日本政府からの要請に基づき、ＭＶ－２

２及びＣＶ－２２の最近の事故に関する事実及び初期調査結果を提供してきた。 

 

３． ４月１１日のＭＶ－２２の事故に関しては、フライトデータ情報は、機体はＭＶ－２２

海軍訓練運用手続標準マニュアルに想定され、記述されているとおりに機能していたこ

とを示している。機体に機械的または資材上の不具合はなく、機体の安全性に何ら問題

はなかったと断定されている。 

 

４． ６月１３日のＣＶ－２２の事故に関しては、事故の初期調査ではＣＶ－２２の継続的運

用を妨げるいかなる情報も発見されておらず、米空軍の上級指揮官達を含め米国防省と

しては、ＣＶ－２２の信頼性を支持し、その運用が安全であると確信している。 

 

５． これらの初期的な結論に基づき、日本政府と緊密に調整しながら、米国政府はＭＶ－２

２の輸送を進めることを決定した。機体は、７月下旬に陸揚げのため岩国飛行場に到着

する予定である。 

 

６． 当該機の安全性に関して日本政府が有する懸念に鑑み、米国政府は、調査結果が日本政

府に提供され、飛行運用の安全性が再確認されるまでの間、日本におけるいかなるＭＶ

－２２の飛行運用も控えることとする。この調査結果は、８月に提供される見込みであ

る。 

 

７． この間、世界中において米国がＭＶ－２２の運用を見合わせるのは日本においてのみと

なる。米国は、米国本土を含む全世界でＭＶ－２２及びＣＶ－２２の運用を継続する。 

 

８． ＭＶ－２２は優れた安全記録を有しており、その飛行時間は１１５，０００時間を超え

ている。その総飛行時間の３分の１は過去２年間に飛行されたものである。オスプレイ

は、戦闘運用、人道支援、訓練及び試験評価任務を遂行する中でこの飛行時間を達成し

た。 


